
 

 

 

 

 
 

  低学年 

 小学部低学年では 11月の 22日 24日

29 日の３回の日程に分け、プレイルー

ムで音楽の学習発表を行いました。音

楽の授業では、身体表現・合奏・鑑賞

の３つの活動を継続して行っています。「シンコペ

ーテッドクロック（合奏）」では、自分が練習して

きた楽器を、保護者の方々の前で自信を持って演奏

していました。「くだものカーニバル（身体表現）」

では、曲に合わせてかわいらしくポンポンを振った

り、笑顔で左右に隊形移動をしたりと、練習の成果

を存分に披露することができました。     （小学部低学年） 
 

 
 

 

  手工芸班 

 今回の授業参観では、前半はアイロンビーズやビーズアク

セサリー、ミサンガ等、個々の実態に応じた作業に取り組み、

後半は模擬販売を行いました。作業の授業は縦割りであるこ

とや授業時間が長いことから、１学期は環境に慣れず、長い

時間集中して作業に取り組むことが難しい生徒もいましたが、

回を重ねる毎に徐々に環境に慣れ、現在では黙々と集中して

作業に取り組むことができるようになり、その普段通りの様

子を保護者の方々に見ていただけました。模擬販売も、チケ

ットの受け取りや買い物かごの受け渡し、商品の袋詰め等、

練習通りに落ち着いて行うことができました。保護者の方々

からは、「手先が器用になっ

てきていて感心しました」

「販売している姿に大きな

成長を感じました」等の感

想をいただきました。 
         （中学部手工芸班） 

 

  農作業班 

 農作業班は 12 月７日（水）に授業参観を行いました。お忙

しい中、授業を参観していただいた皆様には改めて御礼申し

上げます。普段は畑で活動を行っていますが、今回の授業参

観では今までの学習をスライドで振り返り、畑でとれたサツ

マイモのラッピングを行い、そのサツマイモを保護者の方々

に模擬販売するという活動をしました。販売時には自分の保

護者だけではなく、他の保護者から感謝の言葉をもらう機会

が多くあり生徒たちはとても嬉しそう

でした。今回いただいた感謝の言葉を

忘れずに、次の農作業の活動も頑張っ

ていきたいです。 
   （中学部農作業班） 

 

  高学年 
 小学部高学年の学習発表は学年ごと

に３回に分けて実施しました。 

 部屋の中央に図工で合同制作したお

みこしを置き、それを囲むようにして

ダンスをしました。はっぴを着てうちわを持ち軽や

かに踊る姿は楽しそうでした。 

 楽器演奏では和太鼓と鈴の２グループに分かれて

演奏しました。和太鼓の演奏ポイントは音を感じな

がら叩くことと、自分の順番でない時に「おやすみ」

することでした。太鼓を力強く叩いたり、優しく叩

いたり、と太鼓の響きを感じながら演奏しました。「おやすみ」

のところでは、教員のポーズを見ながら音を止めてお休みす

ることができました。 

 保護者の方が見えると嬉しくて少し緊張しつつも頑張って

いた学習発表でした。  （小学部高学年） 

 
  エコ・クリーン班 

 11 月に実施した授業参観では、今年度初めて取り入れた

「メモ帳づくり」の作業を行いました。また、場所を変えて、

今まで取り組んできた「ペットボトル作業」「缶作業」「清掃

作業」などの様子をスライドで観ていただきながら、自分が

作ったメモ帳を引換券と交換してひとりずつ手渡しする形で、

模擬販売の練習をすることができました。 

 保護者の方々から「先生の顔をじーっと見ながら取り組む

姿が素敵」「自分のやるべきことを理解し、行動しているよう

で、成長を感じる」「楽しそうに作業に取り組んでいる姿が見

られてうれしかった」等の感想をいただきました。 

 いつもと変わりなく落ち

着いて作業に取り組む姿

を、ご覧いただくよい機会

になりました。 
（中学部エコ・クリーン班） 
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日々の教育活動の様子を随時更新中！ 

～ お知らせ ～ 

令和２年度の学習支援動画を学校ホームペ

ージで見られるようになりました。学校ホ

ームページ「在校生・保護者の方へ」から

学習支援動画(令和２年度に制作)をご覧く

ださい。

 



  １年生 

 高等部に入り、初めての学習発表が

11 月 21 日(月)に行われました。普段

の授業の中で取り組んだ６つの演目を

グループに分かれて発表しました。ト

ップバッターは「アキュラー」。的を狙ってフライングディス

クを投げました。次に「カップス」。曲に合わせてカップを上

手に操ることができました。３番目に社会生活で行った「都

道府県クイズ」。ヒントの画像を見て、都道府県名を答えまし

た。４番目は「ダンス」。体力づくりで取り組んでいるダンス

を堂々と踊り切りました。５番目は「和太鼓」。勇気 100％や

ぶち合わせ太鼓はとても迫力がありました。最後に１年生全

員での手話歌「TOMORROW」で感動のフィナーレを迎えました。 

 参観いただいた保護者の皆さま、ありがとうございまし

た。これからも成長を続ける高等部１年生を温かく見守って

ください。             （高等部 1年） 
 

  ３年生 
 高校生活最後の学習発表が12月６日に行われまし

た。スローガンは「天までとどけ！私たちの一人一

人の色！！」 

 はじめに、和太鼓の演奏。「千本桜」と「春雷」の２曲をダ

イナミックに演奏しました。つづいて、いつも音楽の時間に

行っているコールレスポンスで盛り上がった後は、体育で練

習した縄跳びを披露しました。次は「チューチュートレイン」

と「オレンジキス」や「エイサー」のダンスです。難しいダ

ンスも元気いっぱい踊りました。 

最後は全員で「平和の鐘」を心を込め

て歌いました。高校生活の集大成で、

たくさんの演目を見事にやりきりまし

た。          （高等部３年） 

 

  ２年生 

 11月 28日（月）に高等部２年生の学習発

表が行われました。10 月の実習が終わった

ところからのスタートで、練習期間はとて

も短かったですが、我らが２年生の輝く生

徒たちは今回のタイトルにもありました

「激団志輝」（激励・団結・志気・輝光）を

見事に体現してくれました。演出のアイデアを出したり、自

主的に練習したりと、意欲的な様子も見られ頼もしさを感じ

ました。本番は大変素晴らしい舞台となりました。本番に強

い２年生の雄姿をご覧いただけたと思います。保護者の皆様

におかれましては、ご協力いただきありがとうございました。

これから更に一つにまとまった２年生の活躍に期待したいと

思います。                 （高等部２年） 
 

      
 

  分教室 

 12 月６日（火）午前中はリハーサルを兼ねて各学

年の発表を観て感想のやり取りをしました。先輩や

後輩からもらった感想を参考に、短時間で反省を踏

まえてさらに練習し、午後には保護者に向けて発表しました。

まずは、分教室全学年で学習した音楽「テイクファイブ」食

いしん坊のラップ」「Let’s Search For Tomorrow」と体育「体

育大会」をビデオで発表。そして１年生「現場実習報告」、２

年生「宿泊学習報告」、３年生「エアロビクス」「修学旅行報

告」と続けて発表し、リハーサル以上

の出来でした。鑑賞していただいた保

護者の方々から、あたたかい感想をい

ただきました。      （分教室） 

 

 

     

 10 月 31 日（月）に体育館にて、桜美林大学の学生の皆さん（約 30 名）による合唱寸劇「水戸黄門」が

３年ぶりに公演されました。コロナ禍になる前は毎年公演されていて、今年は舞台芸術に触れる機会とし

て、中学部、高等部１，２年生が鑑賞しました。 

 水戸黄門のストーリーを、迫力のある決闘シーンも交えながらコミカルなお芝居で好演。生徒もダンス

では手拍子を、手遊びでは役者さんと一緒に手を動かし、楽しむことができました。    （支援連携Ｇ） 

 

   

 中学部、高等部生徒を対象に歯科衛生士さんによる歯科保

健指導を 11 月に実施しました。虫歯や歯肉炎について、また

磨き残しの少ない歯磨きの方法を全体で学び、個別指導に一

人ずつ口腔内の状態や歯磨きのアドバイスをしていただきま

した。大きな顎模型と歯ブラシを使い、歯や歯ブラシに興味

を持ったり、個別指導を受けて、意識して磨くポイントやど

んな事に気をつけていくかを一人ひとり考えたりする機会と

なりました。 

 口腔内は個性があり、また歯磨きもそれぞれ癖があります。

鏡を使用したり、磨き残しの多い利き

手側を意識して磨いたり、また仕上げ

磨き時の定期的なチェックを取り入れ

たりすることで口腔衛生は向上しま

す。毎日の歯みがきに取り入れてみま

しょう。        （養護教諭） 

   

 「２校学び合い」の取組みの一つであるゲストティーチャ

ーによる授業として、橋本高校の先生に「情報」の時間にプ

ログラミングを教えていただきました。マイクロビットとい

うものを使い PC 上で操作するものですが、今回は「いらいら

棒」のプログラミングをしました。すでに学習済の操作の基

礎を活用して、「PC 上でどういう指示を出せばいいのか」を考

え、「○○の時、△△する」を選択して指示内容を当てはめて

いくものです。金属線に触れずにクリアできた時のマーク、

失敗した時のマーク、リセット方法等を自分でプログラムし

ていきます。いろいろ悩み考えて解決

策を見つけ、個性も見せながらみんな

が積極的に取組み仕上げました。今後

は音をつける等まだまだ広がりは無限

です。          （分教室） 

高等部 

分教室 


